
令和４年度第1回徳島市総合教育会議

【協議事項】
１ GIGAスクール構想の推進について/・・・・・・P１
～徳島市子どもの学び推進プロジェクトについて～

２教員の働き方改革（部活動指導等）について・・P19
３ SDGsの推進について/・・・・・・・・・・・・P41

令和４年１１月２１日（月）





【協議事項１】GIGAスクール構想の推進について
令和４年度 徳島市子どもの学び推進プロジェクトについて

徳島市学び推進プロジェクトチーム会議 年間計画
事務局の動き 外部への働きかけ

４月 ・教育長に概要説明

５月

・チーム会議打ち合わせ
・各校の状況調査についての協議 各学校への調査・回収
・調査結果の分析、課題収集 藤村先生へチーム会議出席の依頼
・第１回チーム会議の準備 小中学校長へ出席依頼

６月
・第１回チーム会議開催

チーム会議の概要を学校へ伝達
概要をHPへアップする

７月 ・学校でのタブレット活用状況を視察（佐古小）
・タブレットの活用方法について市教委内で研修

８月 ・校長会にて進捗状況や今後のMEXCBTの登録等について説明
９月 ・市内の小中学校全てにおけるMEXCBTへの登録完了 ・校長会、教頭会にて説明
１０月 ・全国学力・学習状況調査へ向けて事前検証を行う。

１１月 ・第２回状況調査に関する協議 各学校への調査・回収
・第１回目との比較、分析

１２月 ・第２回チーム会議の準備 Eｄtech推進校の取組発表依頼
１月 ・第２回チーム会議開催 チーム会議の概要を学校へ伝達
２月 ・今年度の成果と課題検討会 鳴門教育大訪問（次年度への方向性）
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令和２年度作成
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徳島市教育委員会ロードマップ（R2当初の計画）
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これまでの成果と課題 ＜成果＞
①環境整備の充実
・児童生徒の家庭での接続環境を把握し，Wi-Fi環境が整っていない
家庭にはルーターの貸し出し等を行っている。
②オンライン授業の準備は１００％
・学校と家庭をつないでオンラインでのやりとりを行ったことがあ
る学校

小学校２６校/30校 中学校１４校/15校
（行っていない小中５校も，全ていつでもオンラインができる準備
ができていると回答）
③タブレットの活用場面の広がり
・国語，算数（数学），理科，社会，英語等の授業はもとより，体育や家
庭科等の技能教科や異学年の交流活動，人権教育の授業でも活用されてい
る。
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オンライン授業写真（広報とくしま掲載写真より）

コロナ禍に対応したハイブリッド型授業
■徳島市立高等学校

新型コロナウイルスの感染拡大を受け，２月９日か
ら２月１５日まで，各クラスの半数が１日おきに登
校する分散登校を実施。家庭で
待機となった生徒たちは，
タブレットPCを利用した
「オンライン授業」に参加した。
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これまでの成果と課題
＜課題＞

①学校間や教員間での格差
・積極的に活用している学校とそうではない学校の格差がある。
・一部のICTが得意な教師のみが積極的に授業に取り入れている状況がある。
②タブレットを活用するだけではなく，本格的な授業改善の必要性
・タブレットの使用時間や頻度のみにとらわれないよう，児童生徒の主体
的・対話的で深い学びにつながっているか，授業の本質を見直し，改善
をしていくことが必要ではないか。

・本当に学力向上に繋がっているかの検証。
③タブレットの持ち帰りの在り方について
・児童生徒の体への負担を考慮（特に小学校低学年には重い）
・持ち帰りは有事のためではないことの意識の転換

→充実した家庭学習での活用の仕方を検討
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令和４年度 第１回
タブレット活用状況調査の集計結果より

集計期間：R4.6.７～R4.6.24
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①１日の授業における使用時間（小学校）

３時間以上 ２時間程度 １時間程度 週に何度か

１年生 ０ ２ ５ ２１
２年生 １ ３ ５ ２１
３年生 ２ ３ ８ １７

４年生 １ ２ １１ １６

５年生 １ ７ ８ １４

６年生 １ ８ １１ １０

特別
支援 １ ３ １１ １３

通級等 ０ １ ３ ８
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３時間以上 ２時間程度 １時間程度 週に何度か
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３時間以上 ２時間程度 １時間程度 週に何度か

１年生 １ １ ８ ５

２年生 １ ３ ５ ６

３年生 １ １ ７ ６

特別
支援 １ ０ ５ ９

通級等 ０ ０ ０ ２

①１日の授業における使用時間（中学校）
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②学習者用デジタル教科書の使用について

R4徳島市は外国語科と技能教科の導入

外国語
毎時間
使用して
いる

時々使用
している

ほとんど
使用して
いない

小学校 １６% １５％ ６９％

中学校 ３１％ １９％ ５０％

中学校

小学校

毎時間 ときどき ほとんどなし
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②学習者用デジタル教科書の使用について

R4徳島市は外国語科と技能教科の導入

技能教科
毎時間
使用して
いる

時々使用
している

ほとんど
使用して
いない

小学校 ４８％ ２３％ ２９％

中学校 ７％ ２８％ ６５％

中学校

小学校

毎時間 ときどき ほとんどなし
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教育支援ソフトについて
・ミライシード

教員が１人１人の進捗状況を確認できる個別学習ソフト。
学習動画の視聴やプリントのダウンロードも可能。

・まなびポケット
様々な学習動画が視聴可能。

・Metamoji Classroom
デジタルワークシートを作成したり，そのワークシートに
意見を書き込んだり，投影して提示したりできる授業支援
ソフト。
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③Metamoji Classroomの使用について
（教育支援ソフト）

毎回使用 時々使用
ほとんど
使用して
いない

小学校 ３％ ５３％ ４４％

中学校 ７％ ３４％ ５９％

中学校

小学校

毎回 ときどき ほとんどなし
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④家庭学習でのタブレット活用について

毎日使用 週に何度か
月に
何度か

小学校 ４％ ２０％ ７６％

中学校 １４％ １４％ ７２％

中学校

小学校

毎日 週に何度か 月に何度か
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家庭学習の内容
～小学校～

・個別学習ソフト
（ドリルパーク，ミライシード，
まなびポケットなど）の活用

・Metamojiのワークシート
・調べ学習
・読書の感想
・（絵）日記，作文
・写真撮影
・絵を描く
・資料作成（プレゼン等）
・タイピング（プレイグラム，
キーボー島）

・デジタル模造紙への書き込み
・英語のスピーチ録音
・NHK動画の視聴

～中学校～
・個別学習ソフト
（ドリルパーク，ミライシード，
まなびポケットなど）の活用
・Metamojiのワークシート
・課題学習，調べ学習
・自主学習
・資料・レポート作成（プレゼン等）
・教科書のQRコードを読み取って
動画で学習

・作図や裁縫の動画教材配布
・栽培の記録
・リコーダーの演奏録音
・取材活動
・画像撮影
・スピーチ作成
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⑤タブレット活用に関する課題について
（小学校）

・接続環境やタブレット本体の不具合，故障
・ソフトの種類の少なさ，不具合
・教員・児童生徒のスキル（トラブルへの対応）
・持ち帰ったら忘れる，壊れないか心配，重い
・読み書き力の低下が懸念，ゲームや動画で気が散る
・低学年は使いづらい，ノートの方が楽，狭くなる
・使用のルール作り，情報モラルの指導
・効果的な活用方法，国・算のデジタル教科書がほしい
・家庭の通信環境
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⑤タブレット活用に関する課題について
（中学校）

・接続環境やタブレット本体の不具合，故障
・ソフトの種類の少なさ，不具合
・教員・児童生徒のスキル（トラブルへの対応）
・持ち帰ったら忘れる，壊れないか心配，重い
・印刷不可・机上のスペースが減る。
・読み書きの力の低下が懸念
・生徒用デジタル教科書の効果的な活用方法
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徳島市としての今後の見通し・目標
①タブレットのハード面での更なる整備を進めていく。
（Wi-Fi環境，タブレット本体等）
→教育研究所を中心に
②市内の小・中学校への啓発
今年度中に全教職員がデジタル教科書及びMetamoji Classroomを
起動し,教材研究や研修を積極的に行うよう依頼。
→校長会・教頭会及び文書にて依頼。
→第２回目の調査で「ほとんど使用していない」人数をゼロへ
③MEXCBTを今年度中に市内４５校の登録を完了させる。
→９月末に全て登録完了
→現在オンラインによる全国学力調査実施に向けて事前検証中。
④タブレットの持ち帰りについて
→原則毎日の持ち帰りを依頼。家庭学習の見直しについて検討依頼
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【協議事項２】
教員の働き方改革（部活動指導等）について

文科省の「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革について」や
スポーツ庁の「運動部活動の地域移行に関する検討会議提言」に
おいて、部活動を学校単位から地域単位の取組とするための改革
が打ち出されている。

教育委員会から現状を説明し、情報共有するとともに、部活動の
地域移行について協議を行う。
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部活動の地域移行に関する取組状況

国（スポーツ庁・文科省） 県（教育委員会） 徳島市教育委員会

○R2.9／スポーツ庁・文科省
【運動部活動の地域移行に関する検討会
議提言】

「学校の働き方改革を踏まえた部活動改
革について」R5以降休日の部活動の段
階的な地域移行を図る

－中教審答申－
・部活動を学校単位から地域単位の取組
とする

（持続可能な部活動・教師の負担軽減を
実現）

○R4.6／スポーツ庁
【運動部活動の地域移行に関する検討会
議提言】

○R4.10／スポーツ庁
【地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ活動体制整備事業等】
（国の予算支援/運営団体や実施主体の
整備充実・指導者配置支援体制整備等）

○R4.8／県教委・体育健康安全課
「第１回徳島県運動部活動の地域移行

推進協議会」
（国の提言周知・各市町村の取組状況
等情報交換）

○R4.10
「第２回徳島県運動部活動の地域移行

推進協議会」
【部活動の地域移行の手引き（案）】
【R5 徳島県地域運動部活動推進事業】

○R4.12予定
「第３回徳島県運動部活動の地域移行

推進協議会」
【11･12月発出予定ｽﾎﾟｰﾂ庁通知検討】

○R5.2予定「第４回徳島県運動部活動
の地域移行推進協議会」

○R4.1／令和３年度 部活動の適切な在り方検討委員会開催
（スポーツ庁からの提言周知・部活動の在り方協議）

○R4.5／県ラグビー協会と情報交換
（拠点校方式部活動について検討・課題等）

○R4.7／徳島市陸上競技協会と情報交換
（徳島市陸上教室・部活動地域移行について課題等）

○R4.7／徳島県中学校体育連盟と情報交換
（各種大会運営・部活動地域移行について）

○R4.7／「運動部活動指導員・外部コーチ等指導状況調査」
（各学校の外部指導者活動状況把握）

○R4.10／「部活動に関するアンケート」
（生徒・保護者・教員に地域移行に関する意見把握）

○R4.10／徳島市卓球協会と情報交換

○R4.10／「R5 運動部活動指導員配置に関する希望調査」

○R4.11／関係団体（体育協会・ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ・体協等）と情報交換
（国の方針周知・ｱﾝｹｰﾄ調査結果報告・意見収集）

国・県の通知・支援等をもとに今後の対応検討

（国・県・市の取組／一覧）
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運動部活動の地域移行に関する検討会議提言（令和４年６月６日）の概要／スポーツ庁

・中学校生徒数の減少 →学校によっては、単独チーム編成が困難
→十分な競技環境を維持できない

・競技経験のない教員が、部活指導をしなければいけない精神的負担感
部活動指導時間の増加→教員の負担軽減・働き方改革の面からも改善が必要

子どもたちが、地域の多く指導者の力をかりて、様々な競技の楽しさ・技術や
体力を向上できるスポーツ環境を地域で構築することが重要

持続可能な部活動運営→ 「部活動を学校単位から地域単位の取組とする」

休日の運動部活動から段階的に地域移行していく
（令和５年度～令和７年度末）＝改革集中期間
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課題への対応

新たなスポーツ環境の構築

スポーツ団体と連携・協働

スポーツ指導者確保（量・質）

スポーツ施設（活動場所確保）

大会参加

会費・保険

学習指導要領等

地域の実情に応じ、多様な運営主体と協力し
生徒の状況に応じた機会を確保

各種競技団体と協力し、支援体制構築

部活動指導員の活用・指導者人材バンク登録
指導者資格の取得や研修

学校体育施設の効果的な活用（拠点校・合同練習等）
ルール策定・管理委託

地域スポーツ団体等も参加できる体制

活動費用や会費等の支援
スポーツ安全保険加入・支援

学習指導要領の見直し／進学時の多面的評価
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令和４年度 部活動地域移行に関する取組状況 （徳島市教育委員会）

県ラグビー協会と情報交換 「合同部活動の拠点校方式を導入した取組を検討」

徳島市陸上競技協会と情報交換 「徳島市陸上教室」を地域移行として検討

スポーツ団体と連携・協働 各種競技団体と協力し、支援体制構築

徳島市卓球協会と情報交換 「指導者確保や連携体制を構築した取組を検討」

今後も、各競技団体と情報交換（現状・課題・連携協力体制構築）する予定

徳島市体育協会（各競技団体・ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ・体協等）と情報交換

「国の方針を周知・現状報告・今後の取組や連携協力体制について意見収集」
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徳島県中学校体育連盟と情報交換

【令和５年度 全国中学校体育大会開催予定】
（四国ブロック）

今後、主催団体 （公財）日本中学校体育連盟の方針に則り→大会参加資格等決定

大会参加 地域スポーツ団体等も参加できる体制整備

【徳島県】→３競技実施予定
・ハンドボール（徳島市・鳴門市・北島町）
・体操競技（鳴門市）
・柔道（鳴門市）

スポーツ指導者確保への対応

「運動部活動指導員・外部コーチ等 指導状況調査」実施

○各学校の運動部活動における、外部指導者・外部コーチ・ボランテイア等の指導状況を把握
○地域に休日の部活動指導を依頼できそうな人材・競技（部活動名）・活動場所等の情報収集

（市内全中学校）
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運動部活動（部員・外部指導者）調査より

○各学校の運動部活動（部員）の現状

○外部指導者（教員以外の指導者）の現状

58.2％の生徒が運動部活動に入部し活動

多くの学校で外部指導者あり

休日指導・試合引率あり

平日指導のみ
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○外部指導者（教員以外の指導者）の現状

徳島市内中学校で、合計３６名の外部指導者あり

各校の外部指導者（教員以外の指導者）の人数

○＝休日指導あり ／ 試＝試合引率あり

運動部活動指導員 ７名（国県市の補助）

競技（部活動）によって差あり

各競技団体と情報交換
（現状・課題・連携協力体制構築）

現在指導してくださっている外部指導員を活用し、
部活動地域移行の人材確保につなげられないか？
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【部活動に関するアンケート（生徒用）集計結果】

① 入部している

83%

② 入部していない

17%

問１．あなたは今、学校の部活動に入部していますか。

0 100 200 300 400 500 600 700 800

① 大会・ｺﾝｸｰﾙ等で良い成績を取る
② ﾁｰﾑﾜｰｸや協調する力を身につける

③ 体力・技術を向上させる
④ 友達と楽しく活動する

⑤ 部活動以外に取り組めるものがないから
⑥ 学校以外に活動場所・施設がないから

⑦ その他の目的
⑧ 特に理由はない

問２． 学校の部活動で活動する目的を、次の①～⑧から2つ選んでください。

（入部者のみ回答）

0 100 200 300 400 500 600 700 800

① 部活動の時間（日数）が長すぎる
② 部活動の指導が厳しい

③ 専門的な実技指導が受けられない
④ 部活動の先生（顧問）と合わない

⑤ レギュラーになれない
⑥ ケガ等で活動ができない

⑦ 他の部員と良い関係がつくれない
⑧ 肉体的（精神的）な疲労がたまる

⑨ 体がだるい
⑩ 学業との両立ができない

⑪ 家族の期待が大きい
⑫ 家族の理解がない

⑬ その他
⑭ 特に問題はない

問３． 学校の部活動で感じる問題点を、次の①～⑭から３つ選んでください。

（入部者のみ回答）

【問１】
・中学1年生の８３％の生徒が、部活動に入部し
ている。

【問２】
・部活動の目的としては、「④友達と楽しく活
動」「③体力・技術の向上」「①大会等でよい成
績をとる」と答えた生徒が多くなっている。

【問３】
・部活動の問題点としては、「⑭特に問題はな
い」と答える生徒が多いが、他「⑧肉体的・精神
的な疲労」「⑩学業との両立ができない」「①活
動時間（日数）が長い」と答えた生徒も多くいる。

(人)

(人)
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

① 勉強に集中したいから

② 他にやることがあって、部活動に参加する時間がない…

③ 部活動の指導が厳しいから

④ 部活動の時間（日数）が長すぎるから

⑤ 入りたい部活動がないから

⑥ 学校以外のスポーツ・文化クラブ等に参加しているから

⑦ 運動・文化活動は苦手でやりたくないから

⑧ 部活動での友人関係・先輩後輩関係がいやだから

⑨ 部活動の指導者（教師）がいやだから

⑩ その他の理由

⑪ 特に理由はない

問４． 学校の部活動に入部しない理由を、次の①～⑪から2つ選んでください。

（入部していない人のみ回答）

① 生徒にとっても、教員に

とってもよい

40%

② 生徒にとってはよいが、

教員にとってはよくない
3%③ 生徒にとってはよくない

が、教員にとってはよい

13%

④ 生徒にとっても、教員に

とってもよくない
4%

⑤ わからない
40%

問５． 全ての生徒が答えてください。「土日祝日の部活動を教員以外の地域の

指導者が指導する方式」について、あなたはどう思いますか。

次の①～⑤から１つ選んでください。

【問４】
・部活動に入部していない生徒に対して、入部していない理由に
ついては「②他にやることがある」「⑤入りたい部活動がない」
「⑥学校以外で参加している活動がある」が多くなっている。

【問５】
・休日部活動を地域の指導者が指導することについては「①生徒に
とっても、教員にとってもよい」「⑤わからない」と答える生徒が
40%で、多い答えとなっている。
・「生徒にとってはよくない」と答えた生徒は③④あわせて17%と
なっている。

(人)
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【部活動に関するアンケート（保護者用）集計結果】

①賛成である

30%

②どちらかという

と賛成である

40%

③どちらかというと

反対である

11%

④反対である

5%

⑤わからない

14%

問１ 休日の部活動の地域移行（休日の部活動を学校の活動

ではなく、民間団体や地域の指導員等に任せようという

動き）に対し、どう思いますか。

0 50 100 150 200 250 300 350 400

①地域指導者の人材や質の担保ができるか

②活動場所が確保できるか

③保護者の費用負担が発生しないか

④大会などへ参加ができるか

⑤安全の確保やケガの対応が適切にできるのか

⑥学校の教員（顧問）との連携がスムーズにできるのか

⑦トラブルになった場合の対応がしっかりできるのか

問２ 休日の部活動の地域移行にあたり、心配されることは何ですか。

次の項目の中から３つ選んでください。

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

①大会・コンクール等で良い成績が得ることができる

②チームワークや協調性を身につけることができる

③体力や技術を向上させることができる

④規則正しい生活習慣を身につけることができる

⑤交友範囲を広げることができる

⑥忍耐力を身につけることができる

⑦社会性（挨拶・礼儀等）を身につけることができる

⑧放課後の居場所とすることができる

⑨その他

問３ 部活動で最も意義があると思うものを、次の項目から３つ選んでください。
【問１】休日部活動の地域移行について「①賛成

30%」「②どちらかというと賛成40%」をあ
わせると、70%の保護者が賛成という意見で
ある。

【問２】地域移行に関し心配なこととしては「⑦
トラブル対応」「①指導者の確保」「⑥学
校との連携」と答える保護者が多くなって
いる。

【問３】部活動に求める意義については「②ﾁｰﾑﾜｰ
ｸ・協調性」「⑦社会性（礼儀等）」と答え
る保護者が多くなっている。

(人)

(人)
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【部活動に関するアンケート（教師用）集計結果】

①賛成である

48%

②どちらかという

と賛成である

32%

③どちらかという

と反対である

9%

④反対である

4%

⑤わからない

7%

問１ 休日の部活動の地域移行（休日の部活動を学校の活動

ではなく、民間団体や地域の指導員等に任せようという

動き）に対し、どう思いますか。

0 50 100 150 200 250 300

①地域指導者の人材や質の担保ができるか

②活動場所が確保できるか

③保護者の費用負担が発生しないか

④大会などへ参加ができるか

⑤安全の確保やケガの対応が適切にできるのか

⑥学校の教員（顧問）との連携がスムーズにできるのか

⑦トラブルになった場合の対応がしっかりできるのか

問２ 休日の部活動の地域移行にあたり、心配されることは何ですか。

次の項目の中から３つ選んでください。

0 50 100 150 200 250 300

①大会・コンクール等で良い成績が得ることができる
②チームワークや協調性を身につけることができる

③体力や技術を向上させることができる

④規則正しい生活習慣を身につけることができる
⑤交友範囲を広げることができる

⑥忍耐力を身につけることができる

⑦社会性（挨拶・礼儀等）を身につけることができる
⑧放課後の居場所とすることができる

⑨その他

問３ 部活動で最も意義があると思うものを、次の項目から３つ選んでください。 【問１】休日部活動の地域移行について「①賛成
48%」「②どちらかというと賛成32%」をあわ
せると80%の教員が賛成という意見である。

【問２】地域移行に関し心配なこととしては「⑦ト
ラブル対応」「①指導者の確保」「⑥学校と
の連携」と答える教員が多くなっている。

【問３】部活動に求める意義については「⑦社会性
（礼儀等）」「②ﾁｰﾑﾜｰｸ・協調性」と答える
教員が多くなっている。(人)

(人)
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①２０代

13%

②３０代
21%

③４０代

20%

④５０代

35%

⑤６０代

11%

問４ あなたの年代をお答えください。

①関わりたい

12%

②関わりたくない

52%

③どちらともい
えない
36%

問５ あなたは地域指導者の一員として部活動に関わりたいですか。

8 11
5

14

3

19

29

38

64

25
18

30
25

40

9

0

10

20

30

40

50

60

70

20代 30代 40代 50代 60代

問４×問５ 年代×地域指導者として部活動への関わり

①地域指導者の一員として部活動に関わりたい
②地域指導者の一員として部活動に関わりたくない
③どちらともいえない

【問５】地域指導者の一員として部活動に関わりたいかについては
「①関わりたくない」が52%と一番多くなっている。「③どちら
ともいえない」答える教員も36%いる。

【問４×問５】教員の年代別の地域指導者としての関わりについては、
40代・50代・60代で「②関わりたくない」と答える教員が多く
なっている。

【問４】教員の年齢構成

(人)
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【部活動に関するアンケート（保護者・自由記述）一部】 【部活動に関するアンケート（教員・自由記述）一部】

○

休日に休む暇もなく、部活動に参加してくださる先生方には、感
謝しかありません。ですが、教師が経験のないスポーツの部活動
まで担当することは、教師個人の負担になるのはもちろんです
が、生徒にとっても物足りない時間を過ごすことになると感じて
います。専門的なスキルを身につけられる機会はとてもありがた
く、この取り組みが前進することを望みます。

△

子供に部活をさせたくても、地域移行になった時、費用の負担が
多くなると保護者の経済的理由で習わす事が出来なくなってしま
うのではないかと言う不安があります。また、地域にキチンと信
用できる指導者がいて部活を指導してもらえるのか、指導者が変
わると方針もブレやすく、ストレスもあるのではないか、またト
ラブル対応ができるか心配です。

×

反対です。教師の負担も分かりますが、やはり、部活は学校の延
長だと思っていますので、学校の先生が出来る範囲で、見るべき
ではないでしょうか。一般企業においても、業務は増える事は
あっても、減る事はあまりありません。負担が増える事は、教員
だけが特別な訳ではないと思います。仕事なのですから、仕事量
の変化は当たり前です。場合によっては、部活の日数や時間を減
らしても又は無くしても良いのでは。

○

市を挙げての改革を望みます。現在の教員の多忙化や長時間勤
務の解消を目的に地域移行は賛成です。教員自身が家庭の一員
として、子育てに専念できたり、平日の疲れを回復させたり、
自らの研修の時間の確保ができる環境にしていく必要がありま
す。また、平日の放課後の時間こそ、会議やノート点検、授業
準備など、多忙を極めている現状があります。将来的には、平
日の部活動も、地域移行すべきだと思います。学校と地域が連
携して子どもを育てるのは、メリットが大きいと思います。

△

地域移行には賛成だが、トラブルの解決は学校ではなく別窓口
を用意していただけないと教員の負担が軽減せず意味がない。
部活動は競技力の向上以上に、人間形成の上での意義が大きい
と感じてきた。地域移行で技術指導のみならずできるのか疑問
である。さらに指導者として人材が確保できるのか課題が多い。

×
地域移行によって、かえってトラブル対応や地域指導者との連
携の面で心配なことが増えそうである。するなら一気に一斉に
すべきで、そうでないならするべきでない。

保護者の意見として「トラブル対応」「地域指導者と教員の
連携」「指導者の資質」等に対し心配する意見が多くあった。
（１６５件・自由記述）

教員の意見として「地域移行に賛成だが、休日のトラブ
ル対応がかえって学校の負担になる」「地域人材確保が
困難」等、心配する意見が多くあった。（125件・自由記述）

○肯定的な意見 △疑問・課題等 ×否定的な意見 ○肯定的な意見 △疑問・課題等 ×否定的な意見
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令和５年度 国の支援体制
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地域スポーツクラブ活動体制整備事業等 ／ スポーツ庁

令和５年度以降 休日の運動部活動の段階的な地域移行と地域スポーツ環境の一体的
な整備に向け、スポーツ団体等の整備充実・指導者確保・参加費用負担への支援等を総
合的に推進

②運営団体・実施主体の整備充実

③指導者配置支援等体制整備等

（市町村／総経費／年間１００万円上限）

（指導員１人・総指導時間数／年間１３５時間上限）

（運営団体・実施主体の整備充実のため、運営体制整備や質の確保に係る取組を支援）

（実技指導を行う指導者配置・広域的人材バンク設置・指導者養成講習会や資格制度改革）

（補助：国1/3・県1/3・市1/3）

（補助：国1/3・県1/3・市1/3）

今後、各競技団体等と協議しながら、②運営体制整備や③指導者配置支援
整備のための取組を実施する予定
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地域スポーツクラブ活動体制整備事業等 ／ スポーツ庁

令和５年度以降 休日の運動部活動の段階的な地域移行と地域スポーツ環境の一体的
な整備に向け、スポーツ団体等の整備充実・指導者確保・参加費用負担への支援等を総
合的に推進

各中学校に部活動指導員の配置を促進し、教師に代わる指導や大会引率
等担えるよう支援する予定

（補助：国1/3・県1/3・市1/3）

【運動部活動指導員配置事業／指導員配置人数推移】

年 度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和５年度（予定）

運動部活動指導員 2人 ３人 ３人 ５人 ７人 １５人
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○指導者の確保

運動部活動指導員は、専門的な技術指導だけでなく、生徒への適切な接し方
や学校教育への理解、教職員との連携等求められるものが多岐かつ高いものに
なるためふさわしい人材を見つけるのが難しい現状もでてくると思われる。
市教委としても人材確保に向け、幅広いネットワークが必要だと考えている。
今後、県教委の人材バンクや各競技団体のご協力をいただきながら、多くの
適切な人材を確保したいと考えている。

○教員の兼職兼業体制構築

休日に教師が部活動の指導に携わる必要がない環境を構築するとともに、
部活動指導を希望する教師は、引き続き休日に指導を行うことができる仕組
みを構築（兼職兼業体制）したいと考えている。

【今後の対応】 （各競技団体等と連携・協力体制を構築しながら、支援策を推進予定）
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（参考）文化部活動改革について

令和４年度地域部活動推進事業のモデル事業を行っている学校は
・徳島中学校 オーケストラ部
・川内中学校 民芸部
・応神中学校 音楽部 の３校。
次年度より、文化部についても地域移行を推進するために、予算
化を進め、市内全中学校に対してアンケート等を実施し、状況を
調査している。運動部の地域移行とも連携し、今後取り組みを進
めていく予定。
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【協議事項３】 ＳＤＧｓの推進について 

１ ＳＤＧｓ未来 都市 への選 定（令和 4 年 5 月） 

ＳＤＧｓ未 来 都 市 とは、ＳＤＧｓの理 念 に沿 った基 本 的 ・総 合 的 取 組 を推 進 しようと

する自 治 体 の中 から、特 に、経 済 ・社 会 ・環 境 の三 側 面 における新 しい価 値 創 出 を

通 して持 続 可 能 な開発 を実 現 するポテンシャルが高 い都 市 を、毎 年 度 、内 閣府 が募

集・選定しているもの。 

令和 4 年度 SDGs 未来 都市の募集に本 市の取組 を提案したところ、有識者によ

るヒアリングなどを経 て、令和 4 年 5 月 20 日にＳＤＧｓ未 来都市 として本市が選 定

された。 

 

２ 徳島市ＳＤＧｓ未 来都 市計画 （令和 4 年 8 月 策定）の概要  

 

 

 

 

 

本 市 の顔 である「ひょうたん島 エリア」を

ＳＤＧｓ実 現 のモデル地 区 とし、経 済 ・社 会  

・環 境 三側 面の取 組を進 めることで、持続

的に成長 する都市 の実現 を目指します。 

 

◆ 経 済 面 の取 組  
～ 「活 力 」あるひょうたん島 エリア ～ 
・唯 一 無 二 の体 験 コンテンツ等 の提 供  
・アミコビルを核 とした本 市 の活 力 再 生  

      

◆ 社 会 面 の取 組  
～ 「包摂」性のあるひょうたん島エリア ～ 
・多種多様な人々の社会参加・進出の促進 
・「とくしま」への愛 着 ・誇 りの醸 成  

        

◆ 環 境 面 の取 組  
～ 「循 環 」型 のひょうたん島 エリア ～ 
・ 環 境 にやさしい循 環 型 ハード整 備  
・ 気 候 変 動 に対 応 する都 市 づくり 

      

 

 

 

 

 

世 代 を 超 え 、多 様 な 主 体 が 参 画 す る

「徳 島 市 ＳＤＧｓ未 来 都 市 実 現 協 議 会 」を

軸 にして、人 と人 がつながる取 組 を進 める

ことにより、持 続 可 能 な「水 都 とくしま」を

実現 します。 

◆ 自 分 たちのまちは、自 分 たちでつくる！ 

みんなでＳＤＧｓを実 現 する仕 組 みづくり 

・子 どもの声 を大 切 にする未 来 志 向 の取 組 

・女 性 の視 点 や発 想 をＳＤＧｓに生 かす取 組 

・実証事業の推進による先駆的・実践的な取組 

・民間活力を未来都市実現の原動力にする取組 

・協議会活動の強化に向けた適正な基準の活用 

◆ かわまちづくりの推 進  

・ひょうたん島 川 の駅 ネットワークの推 進  

・水 都 とくしまの魅 力 発 信  

・持続可能なひょうたん島周遊船事業の検討 

 

ひょうたん島 エリアを中 心 とした 
SDGs モデル地 区 形 成 事 業  

徳島市 SDGs 未来都市計画 [計画期 間：令和 4～6 年度 ] 

～ SDGs でまちの未 来 を創 ろう！持 続 可 能 なわくわくするまち・とくしまの実 現  ～ 

ダイバーシティと民 間 活 力 を原 動 力 とし、 
人 と人 がつながる「水 都 とくしま」創 造 事 業  

 

 

３ 徳 島市ＳＤＧｓ未来都 市 計画の推進 体制  

 

 

 

４ 包 括連携 企業 によるＳＤＧｓ出張 授業  

包 括 連携企 業 の社 員が講 師として市内 の小 ・中学校に出 向く「出張 授業 」を提 供

中 。この一 覧を取りまとめ、市立 小・中 学校 に案内した。（令和 4 年 10 月現 在 、12

企業 ・15 講 座） 

授 業 名  提 供 企 業 （協 定 締 結 の順 ）  

金 融 経 済 教 育  ㈱阿 波 銀 行  

お金 の流 れで地 球 環 境 を守 る ㈱徳 島 大 正 銀 行  

パラアスリートによる夢 への挑 戦  三 井 住 友 海 上 火 災 保 険 ㈱ 

SDGs を理 解 しよう 三 井 住 友 海 上 火 災 保 険 ㈱ 

「食 品 ロス」を考 えよう ㈱セブン－イレブン・ジャパン 

みどりの授 業  東 京 海 上 日 動 火 災 保 険 ㈱ 

ぼうさい授 業  東 京 海 上 日 動 火 災 保 険 ㈱ 

リスクとミライを考 える授 業  東 京 海 上 日 動 火 災 保 険 ㈱ 

おかねの授 業  東 京 海 上 日 動 火 災 保 険 ㈱ 

The Action!～SDGs カードゲーム～ 損 害 保 険 ジャパン㈱ 

多 様 性 と助 け合 いの社 会 を知 ろう 

～きみはきみのままでいいんだよ～ 
損 害 保 険 ジャパン㈱ 

ゲームで学 ぶライフイベント・リスク・消 費 者 被 害  

「ライフサイクルゲーム 3～生 涯 設 計 のススメ～」 
第 一 生 命 保 険 ㈱ 

トヨタ未 来 スクール クルマまるわかり教 室  
トヨタカローラ徳 島 ㈱／ネッツト

ヨタ徳 島 ㈱／徳 島 トヨペット㈱ 

おうちで SDGs(だれかの笑 顔 につながるお買 い物 ) 生 活 協 同 組 合 とくしま生 協  

徳 島 を盛 り上 げる位 置 ゲーム企 画 を考 えよう！ ㈱モバイルファクトリー 
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貧困をなくそう 飢餓をゼロに すべての人に健康と
福祉を

質の高い教育を
みんなに

ジェンダー平等を
実現しよう

安全な水とトイレを
世界中に

エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

働きがいも経済成長も 産業と技術の基盤を
つくろう

人や国の不平等を
なくそう

住み続けられる
まちづくりを

つくる責任つかう責任 気候変動に具体的な
対策を

海の豊かさを守ろう 陸の豊かさも守ろう

平和と公正を
すべての人に

パートナーシップで
目標を達成しよう

未来都市の実現に向け持続可能な
取組を全ての市立学校４６校で継続

徳島市立の学校における「SDGs」の取組状況(R4)

小学校３０校
中学校１５校
高等学校１校

小学校３０校
中学校１５校
高等学校１校

小学校３０校
中学校１５校
高等学校１校

小学校３０校
中学校１５校
高等学校１校

小学校３０校
中学校１５校
高等学校１校

小学校３０校
中学校１５校
高等学校１校

小学校３０校
中学校１５校
高等学校１校

小学校３０校
中学校１５校
高等学校１校

小学校３０校
中学校１５校
高等学校１校

小学校３０校
中学校１５校
高等学校１校

小学校３０校
中学校１５校
高等学校１校

小学校３０校
中学校１５校
高等学校１校

小学校３０校
中学校１５校
高等学校１校

小学校３０校
中学校１５校
高等学校１校

小学校３０校
中学校１５校
高等学校１校

小学校３０校
中学校１５校
高等学校１校

小学校３０校
中学校１５校
高等学校１校
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貧困をなくそう 飢餓をゼロに すべての人に健康と
福祉を

質の高い教育を
みんなに

ジェンダー平等を
実現しよう

安全な水とトイレを
世界中に

エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

働きがいも経済成長も 産業と技術の基盤を
つくろう

人や国の不平等を
なくそう

住み続けられる
まちづくりを

つくる責任つかう責任 気候変動に具体的な
対策を

海の豊かさを守ろう 陸の豊かさも守ろう

平和と公正を
すべての人に

パートナーシップで
目標を達成しよう

未来都市の実現に向け持続可能な
取組を全ての市立学校４６校で継続

R4 徳島市立の学校における「SDGs」の取組例

食育動画教材
の活用（市教
委作成）
八万南小 他３校

「服の力プロ
ジェクト」

（総合）
論田小 他１校

ヘルスレンジャー
による感染症防止
のよびかけ
川内南小

縦割り班による
絵本の読み聞か
せバディー
方上小

人権委員会
による集会
（クイズ・劇等）
津田小 他４校

水の使用量を
グラフ化・節
水動画作成
内町小 他５校

美化ボランティ
アによる節電の
よびかけ
城西中 他８校

キャリアガイ
ダンスで卒業
生による講演
徳島市立高校

タブレットを
使ったPR動画
を作成
加茂名小

ニコニコ委員
会によるゲー
ム集会
富田小

防災委員会による事前
復興町づくり案のジオ
ラマ作成津田中・間伐材
を利用した樹木プレート
の設置不動中

廃材を使った
作品づくり
沖洲小

地域の自然に
近いビオトー
プへ（総合）
加茂名南小

スライド
ショーによる
徳島県の
海産物紹介
徳島中

花いっぱい
運動・清掃活
動
不動小

ハートフル
ウイークによる
平和意識の育成
入田中

自作SDGsカルタを地
域へ寄贈応神中
学校でSDGsオリジナ
ル缶バッジ作成 不動
中
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